










































B. Grosart (ed.) ， The Comρlete Works 01 Andrew Marvell， 4Vols， London， 


















































































































































えって長文に及び，ご迷惑をかけたJ (II， 20) と末尾で釈明している。いささ
か鏡舌でもある。まずあて先は
「キングストン・アポン・ハルの公正なるリチャードソン市長閣下，なら






































































ご気軽にご用命くださるように。J (61， 1，3 ; I， 40) 
「恐らく，御地は情報に恵まれていないと思われますので，小生在京の聞は，





































貴族院に主教を復活させる法案 (6，1 ; I， 66) ，親友ミルトンの運命もかかっ
ている免罪法 (Actof Indemnity)に触れている。後者については議事のおく
れていることを報せ，あわせて国王の善意に期待をかけている (6，17; I， 73)。























































































国教徒の集会を禁ずる法案が提出されたことを重視している (63，6， 6; I， 
91)。
議会報告のなかに，欠席議員に罰金5ポンドを課することになったという件




















「隊長のようにすこぶる有能な人物J (63，4， 11 ; 1， 86) 
と評している。さらに別の機会には
「諸兄にはギルビ隊長がおられる以上，小生などはとるに足りない存在で




















































































































(1) 公式には Kingstonupon Hullだが，便宜上，通称を使う。
(2) マーヴェルはr1668年会期の終りから1677年まで，院内で沈黙を続けていたようである。」
Henning， II， 26. (書名は文末の一覧を参照，他も同様)。コベットの『議会史』をみても，
それ以前の発言も乏しい。
(3) マッケンジーはこの一連の書簡を「古典的な資料」と評価している。 Mackenzie，98. 
(4) 1620年，この地から一旦，ライデンに向った。
(5) Holmes， 305. 
(6) Henning， II， 24. 
(7) Grosart， I， 9-10. 




紙も残きれている，ibid.， U， 3-5. 
(9) Cf.， Hi1l， 211-12. 
(10) Aubrey， 49. 
(1) 日額6シリング8ペンスで， 61年には84日分， 28ポンド支給されている。マーヴ、エルの
同僚は返上を申し出たが許きれず，それ以後も同様な計算で支給きれ，最高額は71年の40
ポンドである。 Cf.，Grosart， U， xxxv-xxxvi. 
(12) “The Bill for indemnifying Countyes， Cityes and Burrows from the Parliament 
Wages，" ibid.， 525. 
(13) Aubrey， 48. 
(14) Keeble， (Condren and Cousins， Eds.)， 111. 
(1日 当時，郵政長官の権限には信書検閲も含まれていた。これはクロムウェル政権下でも同
様であった。 Ibid.，113. 
(16) Henning， IU， 25. 
Q司 Grosart，U， 473. 
(18) Mackenzie， 62. 
(19) ニュースレターの情報源は主として伝聞だったので，誤報，虚報がしばしばであった。
当時の報道事情については cf.，Sutherland. 




~2) “A Poem upon the Death of His Late Highness the Lord Protector"， Grosart， 1， 192 
203. 
~3) Cf.， Siebert， 279seq. 
。 ハル市にたいし，マーヴェルは写しを送っている。なおハル市発行の市史(uxleY，3)で
は岡市が1440年以来の自治都市であるとされているが， 1661年の点検にはなんら触れてい










だったらしい。 Henning，1， 476.. 
側議会の会期中，それぞれの会期の出席者数については， Browning， 956による。
側教会分離を報告するこの書簡は全書簡中，最長 (I，67-72)のものだが，また編者は，
ハルの教会史についての最重要史料と評価している (I，67) 0 
(30) Oxley， 4.。1) ただし，水先案内人組合への報告は続いている 0
(32) Henning， II， 25. 
側 63， 1， 9の水先案内人組合あての書簡で，「近く議会が始まる」と述べている (I，82) 0 
(34) これは『マーヴ、エル全集』の編者の指摘 (I，85)であるが，現在でも受入れられている，
Henning， II， 25. 
。日 Cf.，Hutton， 185seq.. 









得し，学者としてラテン語，ギリシャ語の著作に親しんでいると述べている， Grosart， I， 
9.またオーブリもマーヴェルのラテン語を賞賛している。 Aubrey，48. 。0) Henning， II， 25. 
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